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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年２月期 10,017 96.0 199 - 175 - 63 -

2025年２月期 5,110 △7.6 △282 - △360 - △530 -

（注）包括利益 2026年２月期 97百万円（-％） 2025年２月期 △527百万円（-％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年２月期 15.27 14.71

2025年２月期 △131.16 -

（参考）持分法投資損益 2026年２月期 -百万円 2025年２月期 -百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年２月期 6,387 2,822 43.0 336.81

2025年２月期 2,263 589 23.2 125.14

（参考）自己資本 2026年２月期 2,744百万円 2025年２月期 507百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2026年２月期 △204 △567 2,322 1,832

2025年２月期 △295 △184 412 281

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当率
（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年２月期 - 0.00 - 0.00 0.00 - - -

2026年２月期 - 0.00 - 10.00 10.00 84 65.5 3.0

2027年２月期（予想） - 0.00 - 10.00 10.00 17.3

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 6,000 138.9 250 - 200 - 130 - 30.12

通期 26,000 159.5 1,100 452.7 900 414.2 500 693.6 57.93

１．2026年２月期の連結業績（2025年３月１日～2026年２月28日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

　期末配当金の内訳　普通配当５円00銭、新規事業開始記念配当５円00銭

３．2027年２月期の連結業績予想（2026年３月１日～2027年２月28日）



① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年２月期 8,379,100株 2025年２月期 4,190,800株
② 期末自己株式数 2026年２月期 162株 2025年２月期 162株
③ 期中平均株式数 2026年２月期 6,588,367株 2025年２月期 4,046,184株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年２月期 2,944 △10.0 164 - △44 - 96 -

2025年２月期 3,273 △11.5 △275 - △411 - △515 -

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年２月期 11.54 -

2025年２月期 △127.37 -

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年２月期 4,130 2,815 68.1 335.97

2025年２月期 1,504 584 34.6 124.11

（参考）自己資本 2026年２月期 2,811百万円 2025年２月期 520百万円

※ 注記事項
（１）期中における連結範囲の重要な変更：有

新規  4社  （社名）Enshin株式会社、株式会社SPIC、スターシーズデジタル株式会社、合同会社パワーセル・
テクノロジーズ１号、除外  1社  （社名）株式会社ミヤマ

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
② ①以外の会計方針の変更 ：無
③ 会計上の見積りの変更 ：無
④ 修正再表示 ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
  2026年２月期の個別業績（2025年３月１日～2026年２月28日）

（２）個別財政状態

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しで

あり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は業況の変化等により、上記予想値と異なる場合があり

ます。

なお、業績予想の前提となる事項については、添付資料Ｐ５「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧

ください。
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１．経営成績等の概況

(1）当期の経営成績の概況

当連結会計年度（2025年３月１日～2026年２月28日）におけるわが国経済は、企業による賃上げや雇用環境の改善な

どに伴い個人消費が持ち直したことやインバウンド需要の回復、日経平均株価が史上最高値を更新など、明るい兆しが

見られました。一方で、円安長期化の影響による原材料価格・エネルギー価格の高止まりや物価の上昇、不安定な国際

情勢の影響、人手不足の継続などが企業活動に影響を及ぼしたこと等から、先行きは依然として不透明な状況が続いて

おります。

このような状況のもと、今後の当社グループの成長加速及び事業拡大並びに、より強固な経営基盤の構築を実現する

ために経営体制として持株会社体制へ移行し、セレクト衣料品等販売事業をＥｎｓｈｉｎ株式会社へ、ブランド衣料品

等販売事業を株式会社ＳＰＩＣへ、それぞれ承継させる新設分割をおこないました。

また、従来からの「衣料品等事業」に加え、新たに「系統用蓄電池事業」及び「GPUサーバー等事業」を開始すること

で、企業価値の更なる向上と経営基盤強化に向けた事業展開を進めてまいりました。

具体的な取り組みは、以下のとおりであります。

（株式会社SPIC）

　都心部のファッションビルや百貨店において高価格帯衣料品の販売を主たる事業として展開する株式会社SPICでは、

商品面において、上期は認知拡大および新規顧客の獲得を目的として、横浜FCへの衣装提供、ユニセックスウェアの新

規投入及び廉価なジャケットとボトムのセットアップの展開を実施しました。また、夏季の長期化傾向を踏まえ、秋色

カラーを用いた夏素材商品を投入しました。下期は定番商品の拡充に加え、ブランドを支持する会員顧客向けの商品ラ

インナップを強化しました。また、暖冬傾向を考慮し、商品投入時期および品揃えの見直しを行いました。

　販売面においては、顧客還元施策を定期的に開催し、実店舗・EC（電子商取引）双方での来店・購買促進を図るとと

もに、顧客基盤の維持・拡大に努めました。また、自社スタッフのモチベーション向上を目的とした社内インセンティ

ブキャンペーンを実施しました。加えて、自社ブランド未出店の商業施設において期間限定ショップを展開し、新規顧

客層の開拓および認知向上を図りました。

　これらの施策の結果、上期においては各施策が認知拡大に一定の効果をもたらしたものの、一般消費者の大幅な拡大

には至りませんでした。下期においてはブランド会員による売上比率がさらに向上し、顧客満足度の改善につながりま

した。

　店舗展開においては、当連結会計年度における出店は２店舗、退店は７店舗となり、当連結会計年度末の店舗数は

「TORNADO MART」８店舗、「TORNADO MART WORLD」３店舗、「HIGH STREET」６店舗、「BLUE TORNADO」１店舗の合計18

店舗となりました。

（Enshin株式会社）

　郊外のショッピングセンターやモールを中心に中価格帯衣料品の販売を主たる事業として展開するEnshin株式会社で

は、商品面において、顧客需要の高い和柄ブランド、ミリタリーブランド、キャラクターブランドを中心とした品揃え

を強化しました。「METHOD」においても和柄ブランドを拡充し、ブランドの世界観訴求を強化しました。また、オリジ

ナル和柄ブランドの販売拡大により、一部店舗において粗利率の改善を実現しました。その他、店頭集客を目的とし

て、動物モチーフのデザイン商品や複数点をまとめて購入できるセット販売商品を継続的に投入しました。

　販売面においては、来店客数の確保が厳しい環境下での客単価の向上による補完施策として、９月から１月にかけて

翌月使用可能なクーポン券を発行しました。さらに、同クーポンの半券を一定数収集した顧客を対象とした抽選プレゼ

ント企画を２月に実施し、リピーター獲得を図りました。また、週２回のライブコマース（インターネットを通じたリ

アルタイム動画販売）を定期実施したことで、閉店店舗の優良顧客の維持及び新たな販路確保に貢献しました。加え

て、訪日外国人（インバウンド）需要の取り込みを目的として、和柄商品・アニメコンテンツ商品を活用したポップア

ップイベントを秋葉原や新千歳空港等で継続的に開催し、新規出店候補地の開拓も進めました。今後は、自社オリジナ

ル和柄ブランドの認知拡大と在庫効率の向上に向けた出店強化を推進してまいります。

　店舗展開においては、当連結会計年度における出店はなく、退店は４店舗となり、当連結会計年度末の店舗数は

「METHOD」９店舗、「流儀圧搾」３店舗の合計12店舗となりました。

（株式会社チチカカ）

　郊外のショッピングセンターやモールにおいてエスニックカジュアル衣料品・雑貨の販売を主たる事業として展開す

る株式会社チチカカでは、商品面において、過去に人気を博した商品を現代的にアレンジした復刻商品の企画・生産を

衣料・雑貨ともに実施し、品揃えの多様化を図りました。しかしながら、為替変動や原材料費の上昇等の影響から小売

価格が全体的に高く設定されたことに加え、従来商品との価格差が想定を上回ったため、販売数量は計画を下回りまし

た。ゴールデンウィークに向けては価格の見直しを実施し、一部商品では販売改善の成果が得られました。
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　また、20代から30代を主要ターゲットとし、チチカカよりも２段階程度低い価格帯に設定した新ブランド「オラレ」

を立ち上げ、８月より店頭展開を開始しました。「オラレ」は既存顧客に加え、これまで来店機会のなかった新規顧客

層の取り込みにも一定の効果をもたらしました。上期は客単価向上施策、下期は客数増加施策を重点的に実施し、部分

的に成果が得られましたが、全体としては事業計画を下回る結果となりました。

　店舗展開においては、当連結会計年度における出店はなく、退店は４店舗となり、当連結会計年度末の店舗数は「チ

チカカ」28店舗、アウトレット１店舗の合計29店舗となりました。

（株式会社MF6）

　希少性の高いアンティーク品等を取り扱うライブコマース（インターネットを通じたリアルタイム動画販売）事業を

展開する株式会社MF6では、販売面において、海外ディーラー商品について自社在庫を持たずに紹介する無在庫型越境ラ

イブコマースの拡充、及び市場規模の大きいジュエリー分野での販売強化に取り組みました。これを担う販売担当者の

増員及び新規配信アカウントの育成が奏功し、販売金額・客単価・配信回数のいずれも前期実績を上回りました。

　商品面においては、積極的な在庫仕入に加え、商品が販売された時点で仕入代金を支払う消化仕入取引を活用するこ

とで、配信回数の増加に応じた商品点数の確保及び品揃えの多様化を図りました。しかしながら、消化仕入取引は利益

率が低く、また限られた運転資金のもとで在庫の早期回転を優先した結果、利益率は目標を大きく下回りました。

　業務面においては、販売数量の急増に伴い一時的に発送体制がボトルネックとなりましたが、人員の補強により速や

かに対処し、売上高の進捗遅れを解消しました。

（スターシーズデジタル株式会社）

　AI・機械学習・データ解析等の分野において高性能な計算環境を提供するGPUサーバー（多数の画像処理プロセッサを

搭載し、大規模なAI処理を高速かつ効率的に実行するサーバー機器）の販売を主たる事業として展開するスターシーズ

デジタル株式会社では、2025年９月の設立以来、IBカード（AIデータセンターにおける高速・大容量データ通信を実現

するネットワークアダプター）及びAIクラスター用サーバー（複数のGPUを搭載し、大規模なAI学習・推論処理を分散実

行するために最適化された専用サーバー）の販売を行っております。仕入先及び販売先は、国内外のデータセンター関

連企業並びにコンピューター周辺機器販売企業であり、販売先の需要を的確に把握したうえで、仕入先との迅速かつ有

利な条件での契約獲得に努めました。

　第３四半期連結会計期間より本格的稼働を開始した「系統用蓄電池事業」及び新規事業である「GPUサーバー等事業」

における売上高及び損益の計上が、第４四半期連結会計期間に集中したものの、2027年２月期にずれ込んだ案件もあっ

たこと、並びに「衣料品等事業」の異常気象及び物価上昇に起因する来店・購入客数の減少により、想定した利益確保

には至りませんでした。

以上の結果、当社グループの当連結会計年度における売上高は100億17百万円（前年同期比は96.0％増）、営業利益は

1億99百万円（前年同期は２億82百万円の損失）、経常利益は1億75百万円（前年同期は３億60百万円の損失）、親会社

株主に帰属する当期利益は63百万円（前年同期は５億30百万円の損失）となりました。

　セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

当社グループはこれまで「衣料品雑貨等小売事業」の単一セグメントであったことから、セグメント情報の記載を省略

しておりましたが、2026年２月期中から新規事業を開始したことに伴い、当第３四半期連結累計期間より報告セグメン

トを「衣料品等事業」「系統用蓄電池事業」及び「GPUサーバー等事業」に区分して記載しております。

「衣料品等事業」

　衣料品小売業界におきましては、物価上昇による消費者の生活防衛意識の高まりや、円安による仕入原価の高騰が継

続したこと、夏場の異常気象により高額帯商品の比率が下がったこと等から、経営環境は引き続き厳しい状況で推移し

ました。

　以上の結果、衣料品等事業の売上高は48億80百万円、セグメント損失は３億55百万円となりました。

（ご参考情報）

　前連結年度累計期間における「衣料品雑貨小売事業」（変更前のセグメント）における実績は、次のとおりです。

　売上高　47億44百万円、　セグメント損失　282百万円

「系統用蓄電池事業」

　用地取得、許認可及び電力接続権等の取得、EPC・アグリゲーター手配等の一連の系統用蓄電池販売事業においては、

取得した物件の売却契約を締結するなど、今後の実績の積上げが見込めたことから、第３四半期連結会計期間より新た

な報告セグメントといたしました。
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2024年2月期（連結） 2025年2月期（連結） 2026年2月期（連結）

自己資本比率（％） 25.5 23.2 44.1

時価ベースの自己資本比率（％） 74.4 107.5 13.4

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年） ― ― ―

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） ― ― ―

　また、第４四半期連結会計期間においては、当社に対して売却希望の要望を多く頂戴するなど売買市場が活況を呈し

たことから、保有を目的として取得した固定資産の大半を販売用不動産に振替えて譲渡を進めました。その結果、当連

結会計年度中に引渡しを終えた物件が業績に寄与いたしました。

　以上の結果、系統用蓄電池事業の売上高は22億34百万円、セグメント利益は4億77百万円となりました。

「GPUサーバー等事業」

　GPUサーバー関連商品関連業界におきましては、国内企業のIT関連への設備投資の需要は依然として高く、生産性向上

及び省人化のためのIT投資需要は底堅く推移し、その中でも特に生成AIの実用化及び普及が進んでいることに伴う高性

能なGPUサーバー及びそれを活用したAIインフラ構築需要は好調であったことから、2027年２月期に売上計上がずれ込ん

だ案件があったものの、受発注の実績を積み上げることができました。

　以上の結果、GPUサーバー等事業の売上高は29億２百万円、セグメント利益は77百万円となりました。

(2）当期の財政状態の概況

　当連結会計年度における当社グループの資産合計は64億13百万円となりました。

これは主に、現金及び預金18億32百万円、売掛金12億64百万円、商品11億97百万円、未収入金４億67百万円等でありま

す。

負債合計は35億91百万円となりました。これは主に、買掛金11億44百万円、前受金６億６百万円、未払費用１億９百万

円、短期借入金５億０百万円等であります。

純資産合計は28億22百万円となりました。これは主に、資本金14億22百万円、資本剰余金12億91百万円、利益剰余金23

百万円等であります。

(3）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前連結会計年度より15億67百万円増加し、

18億32百万円となりました。

　当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況につきましては、以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、減少した資金は２億４百万円となりました。

これは主に、税金等調整前当期純利益１億83百万円に対し、償却費等の内部留保による資金の増加6百万円、売上債権の

増加による資金の減少10億42百万円、棚卸資産の減少による資金の減少４億39百万円等がありました。一方、仕入債務

の増加による資金の増加９億66百万円、その他の増加による資金の増加１億74百万円、法人税の支払いによる資金の減

少59百万円等がありました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、減少した資金は５億67百万円となりました。

これは主に、敷金及び保証金の回収95百万円がありました。一方、敷金及び保証金の差入による支出１億23百万円、有

形固定資産の取得５億13百万円、資産除去債務の履行による支出48百万円等がありました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、増加した資金は23億22百万円となりました。

これは主に、短期借入金の増加４億87百万円、長期借入金の返済２億36百万円等の資金の減少がありました。

一方、新株予約権の行使による株式の発行による資金の増加20億69百万円がありました。

    なお、キャッシュ・フロー関連指標の推移は以下のとおりであります。

・自己資本比率:自己資本/総資産

・時価ベースの自己資本比率： 株式時価総額/総資産

・キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債/キャッシュ・フロー
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・インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー/利払い

（注１）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。

（注２）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。

（注３）有利子負債は貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としています。

(4)今後の見通し

2027年２月期(2026年３月１日～2027年２月28日)の見通しにつきましては、賃上げの継続や雇用環境の改善、訪日外

国人（インバウンド）需要の回復等、緩やかな改善の兆しが見られます。しかしながら、円安の長期化に伴う原材料価

格の高止まりや物価上昇による個人消費への影響、ウクライナ情勢・中東情勢をはじめとする地政学的リスクの継続、

ならびに米国の通商政策をめぐる不確実性の高まり等、企業を取り巻く事業環境は依然として先行き不透明な状況が続

くものと見込まれます。

このような状況のもと、当社は、本日付で公表した適時開示「中期経営計画策定に関するお知らせ」のとおり、2027

年２月期から2029年３月期までの３か年を対象とする中期経営計画（以下「当中期経営計画」）を策定し公表しており

ます。当中期経営計画の３か年は、「収益構造の抜本的転換で高成長を目指す」するフェーズと位置づけております。

また３事業の推進はもとより、ガバナンスの再構築、ＤＸを軸とした親会社・子会社間の連系などを重点テーマに据

え、当中期経営計画を着実に実行してまいります。

各セグメントにつきましては、以下の方針・施策により企業収益の拡大を図ってまいります。

（衣料品等事業）

　国内アパレル市場においては、インバウンド需要の回復やリアル店舗への来店回復傾向が見られる一方、物価上昇に

伴う消費者の節約志向の強まり、ファストファッションや中古衣料市場との競合激化、並びにECシフトの加速により、

引き続き厳しい競争環境が続くものと見込まれます。当社グループは、各ブランドの価値向上と顧客基盤の維持・拡大

を最優先課題と位置づけ、オリジナル商品の開発や他社とのコラボ企画による独自性の高い商品開発、SNS等の各種媒体

による情報発信の強化、並びに綿密なマーケティングに基づく新規出店及び不採算店舗の整理を含む店舗ポートフォリ

オの最適化を継続して実施してまいります。

（GPUサーバー等事業）

　AI・機械学習分野においては、大規模言語モデル（LLM）をはじめとする生成AI技術の急速な発展と社会実装が加速し

ており、これを支える高性能な計算インフラへの需要は国内外で引き続き拡大するものと見込まれます。特に、AIワー

クロードの大規模化・高度化に伴いデータセンターの電力密度は上昇傾向にあり、熱管理・冷却技術が次世代インフラ

構築における重要な課題として業界全体で認識されております。

　こうした市場環境の変化に対応するため、当社連結子会社であるスターシーズデジタル株式会社は、2026年３月に新

代表取締役社長を迎え、経営体制を刷新するとともに、同月、Castrol（Lubricants UK Limited、BPグループ）及び

xFusion技術日本株式会社との三社間で、日本市場向け統合型液冷AIデータセンターソリューションに関する戦略的協業

の検討を目的とした覚書（MOU）を締結いたしました。本覚書のもと、当社グループが有するAIコンピューティングリソ

ースの調達・供給力と、各社が有する先進的な冷却流体技術およびデータセンターインフラの統合ノウハウを組み合わ

せ、モジュール型・コンテナ型を含む拡張性の高い液冷AIクラスターソリューションの提供に向けた検討・協議を進め

てまいります。

　一方で、半導体の供給制約や輸出規制をめぐる国際的な動向、並びに競合他社との価格競争の激化等、市場環境の変

動リスクにも引き続き留意が必要であると認識しており、仕入先・販売先双方とのネットワーク強化と需要動向の的確

な把握に努めながら、AIデータセンター向けエンド・ツー・エンド（E2E）ソリューション提供企業としての事業基盤の

確立を推進してまいります。

（系統用蓄電池事業）

　国内では、再生可能エネルギーの主力電源化に向けた政策的後押しを背景として、電力系統の安定化・調整力確保を

目的とした大型蓄電池システムへの需要は引き続き高水準で推移するものと見込まれます。電力市場における需給調整

市場の拡大や、国・自治体による脱炭素政策の進展も、事業機会の拡大に寄与するものと期待されます。

　一方で、用地確保・系統連系手続等の開発上の制約や、蓄電池関連機器の調達コストの変動、さらには国の補助金・

電力市場制度の改正動向が事業収益に直接影響を与え得ることから、当社グループは政策動向及び市場環境の変化を機

微に捉え、迅速に事業戦略へ反映できる体制の整備に継続して取り組んでまいります。

　こうした環境のもと、当社グループが競争優位を維持・強化するうえで特に重要と位置づけているのが、系統用蓄電

池事業における各フェーズの関連事業者との関係性の深耕です。案件の組成・開発段階における開発事業者・土地オー

ナーとの連携、機器調達・設計段階におけるメーカー・EPC（設計・調達・建設）事業者との協力関係、さらには売買・

仲介段階における金融機関・投資家・ブローカーとのネットワークを一体的に強化することで、取得案件情報及び購入
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希望情報の早期獲得に努めてまいります。加えて、既存の取引先・協力先との関係をさらに深耕するとともに、新たな

アライアンス先の開拓にも積極的に取り組み、案件パイプラインの拡充と安定的な収益基盤の構築を推進してまいりま

す。

また上記方針・施策に加えて、業務提携及びM&A等を通じた新規事業領域の開拓によりグループ全体の事業拡大と収益

改善に向けた取り組みを推進してまいります。

以上の結果、当社グループの当連結会計年度における売上高は100億17百万円（前年同期比は96.0％増）、営業利益は

1億99百万円（前年同期は２億82百万円の損失）、経常利益は1億75百万円（前年同期は３億60百万円の損失）、親会社

株主に帰属する当期利益は56百万円（前年同期は５億30百万円の損失）となりました。

(5) 利益配分に関する基本方針並びに当期及び次期の配当

　当社グループは、株主の皆様に対する利益還元を重要な経営課題のひとつと位置付けており、将来の事業展開と経

営成績及び財務状態等を勘案しながら配当を実施することを基本方針としております。

　2026年２月期の配当につきましては、７期ぶりに営業利益・経常利益が黒字転換したことを踏まえ、系統用蓄電事業

及びGPUサーバー関連商品販売事業の開始を記念するとともに、株主さまへの感謝の意を表するため、期末配当につき

まして１株当たり５円の記念配当を実施いたします。これにより2026年２月期の剰余金の期末配当は、１株当たり10円

（普通配当５円＋記念配当５円）とさせていただきます。

　なお、2027年２月期の配当につきましては、１株当たり10円を予想しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、国際会計基準に基づく連結財務諸表を作成するための体制整備の負担等を考慮し、日本基準に

基づく連結財務諸表を作成しております。
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年２月28日)

当連結会計年度
(2026年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 281,961 1,832,352

売掛金 355,548 1,264,463

商品 767,218 1,197,885

その他 132,515 1,140,165

貸倒引当金 △10,000 -

流動資産合計 1,527,243 5,434,867

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 352,603 558,937

減価償却累計額 △295,224 △534,794

建物及び構築物（純額） 57,379 24,143

工具、器具及び備品 312,951 256,601

減価償却累計額 △312,466 △254,232

工具、器具及び備品（純額） 484 2,369

リース資産 1,146 -

減価償却累計額 △324 -

リース資産（純額） 821 -

土地 25,505 -

建設仮勘定 - 480,550

その他（純額） 463 256

有形固定資産合計 84,654 507,319

無形固定資産

のれん 38,756 14,822

その他 12,560 9,523

無形固定資産合計 51,317 24,346

投資その他の資産

投資有価証券 127,048 30,000

敷金及び保証金 458,643 385,751

その他 20,028 5,387

貸倒引当金 △5,000 -

投資その他の資産合計 600,721 421,138

固定資産合計 736,693 952,804

資産合計 2,263,937 6,387,671

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年２月28日)

当連結会計年度
(2026年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 260,133 1,144,916

前受金 - 606,467

短期借入金 256,576 500,000

１年内返済予定の長期借入金 216,868 6,012

未払費用 132,048 148,381

未払法人税等 72,833 101,692

賞与引当金 10,892 11,192

資産除去債務 － 903

契約負債 8,994 550,129

その他の引当金 692 311

その他 90,385 166,305

流動負債合計 1,049,424 3,236,310

固定負債

長期借入金 252,189 30,608

資産除去債務 367,745 298,612

退職給付に係る負債 4,151 -

その他 1,221 -

固定負債合計 625,306 329,220

負債合計 1,674,730 3,565,531

純資産の部

株主資本

資本金 325,712 1,422,952

資本剰余金 709,845 1,291,740

利益剰余金 △531,026 29,614

自己株式 △110 △110

株主資本合計 504,420 2,744,198

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,384 -

その他の包括利益累計額合計 3,384 -

新株予約権 64,770 3,780

非支配株主持分 16,631 74,161

純資産合計 589,206 2,822,140

負債純資産合計 2,263,937 6,387,671
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(単位：千円)

 前連結会計年度
(自　2024年３月１日
　至　2025年２月28日)

 当連結会計年度
(自　2025年３月１日
　至　2026年２月28日)

売上高 5,110,179 10,017,276

売上原価 2,348,933 6,513,152

売上総利益 2,761,246 3,504,123

販売費及び一般管理費 3,043,281 3,304,401

営業利益又は営業損失（△） △282,034 199,722

営業外収益

受取利息及び配当金 699 4,350

受取補償金 1,475 -

債務免除益 4,996 -

その他 3,376 7,034

営業外収益合計 10,548 11,385

営業外費用

支払利息 9,937 20,052

為替差損 3,181 2,073

貸倒引当金繰入額 15,000 -

株式交付費 58,378 8,055

その他 2,514 4,976

営業外費用合計 89,010 35,158

経常利益又は経常損失（△） △360,496 175,949

特別利益

関係会社株式売却益 - 13,653

特別利益合計 － 13,653

特別損失

減損損失 46,962 4,647

店舗閉鎖損失 62,912 -

固定資産除却損 3,562 -

その他 - 1,340

特別損失合計 113,437 5,988

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損

失（△）
△473,934 183,614

法人税、住民税及び事業税 58,090 88,919

法人税等調整額 △1,342 △5,903

法人税等合計 56,748 83,015

当期純利益又は当期純損失（△） △530,682 100,598

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に

帰属する当期純損失（△）
△530,682 63,067

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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(単位：千円)

 前連結会計年度
(自　2024年３月１日
　至　2025年２月28日)

 当連結会計年度
(自　2025年３月１日
　至　2026年２月28日)

当期純利益又は当期純損失（△） △530,682 100,598

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,384 △3,384

その他の包括利益合計 3,384 △3,384

包括利益 △527,297 97,214

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △527,297 59,683

非支配株主に係る包括利益 － 37,530

（連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 50,000 899,296 △465,507 △72 483,717

当期変動額

親会社株主に帰属する当期
純損失（△）

△530,682 △530,682

欠損填補 △465,163 465,163 －

自己株式の取得 △38 △38

新株の発行 224,000 224,000 448,000

新株の発行（新株予約権の
行使）

41,715 41,715 83,430

新株予約権の失効 －

新株の発行（譲渡制限付株
式報酬）

9,997 9,997 19,994

連結子会社の増加による非
支配株主持分の増減

－

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

－

当期変動額合計 275,712 △189,451 △65,519 △38 20,703

当期末残高 325,712 709,845 △531,026 △110 504,420

その他の包括利益累計額
新株予約権 非支配株主持分 純資産合計

その他有価証券
評価差額金

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 － － － － 483,717

当期変動額

親会社株主に帰属する当期
純損失（△）

△530,682

欠損填補 －

自己株式の取得 △38

新株の発行 448,000

新株の発行（新株予約権の
行使）

83,430

新株予約権の失効 －

新株の発行（譲渡制限付株
式報酬）

19,994

連結子会社の増加による非
支配株主持分の増減

16,631 16,631

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

3,384 3,384 64,770 68,154

当期変動額合計 3,384 3,384 64,770 16,631 105,489

当期末残高 3,384 3,384 64,770 16,631 589,206

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2024年３月１日　至　2025年２月28日）
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（単位：千円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 325,712 709,845 △531,026 △110 504,420

当期変動額

親会社株主に帰属する当期
純損失（△）

63,067 63,067

欠損填補

自己株式の取得

新株の発行

新株の発行（新株予約権の
行使）

1,097,240 1,097,240 2,194,481

新株予約権の失効

新株の発行（譲渡制限付株
式報酬）

利益剰余金へ振替 △515,345 515,345

新規連結による変動額

連結子会社の増加による非
支配株主持分の増減

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△17,771 △17,771

当期変動額合計 1,097,240 581,895 560,641 2,239,778

当期末残高 1,422,952 1,291,740 29,614 △110 2,744,198

その他の包括利益累計額
新株予約権 非支配株主持分 純資産合計

その他有価証券
評価差額金

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 3,384 3,384 64,770 16,631 589,206

当期変動額

親会社株主に帰属する当期
純損失（△）

63,067

欠損填補

自己株式の取得

新株の発行

新株の発行（新株予約権の
行使）

△60,990 2,133,491

新株予約権の失効

新株の発行（譲渡制限付株
式報酬）

利益剰余金へ振替

新規連結による変動額 20,000 20,000

当連結会計年度（自　2025年３月１日　至　2026年２月28日）
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連結子会社の増加による非
支配株主持分の増減

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△3,384 △3,384 37,530 16,374

当期変動額合計 △3,384 △3,384 △60,990 57,530 2,232,934

当期末残高 - - 3,780 74,161 2,822,140
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(単位：千円)

 前連結会計年度
(自　2024年３月１日
　至　2025年２月28日)

 当連結会計年度
(自　2025年３月１日
　至　2026年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純

損失（△）
△473,934 183,614

減価償却費 7,057 6,033

減損損失 46,962 4,647

のれん償却額 2,938 1,479

株式報酬費用 14,544 -

新株予約権戻入益 － -

貸倒引当金の増減額（△は減少） △12,327 -

受取利息及び受取配当金 △698 4,350

支払利息 9,937 20,052

賞与引当金の増減額（△は減少） △619 299

売上債権の増減額（△は増加） △11,052 △1,042,434

棚卸資産の増減額（△は増加） 97,306 △439,549

仕入債務の増減額（△は減少） 4,048 966,949

その他 74,732 174,875

小計 △241,105 △119,680

利息及び配当金の受取額 698 △5,715

利息の支払額 △9,934 △19,775

法人税等の支払額 △45,511 △59,393

営業活動によるキャッシュ・フロー △295,852 △204,565

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △26,931 △513,180

無形固定資産の取得による支出 △3,150 △1,160

投資有価証券の取得による支出 △30,000 -

投資有価証券の売却による収入 2,127 -

敷金及び保証金の回収による収入 95,936 95,618

敷金及び保証金の差入による支出 △80,634 △123,107

資産除去債務の履行による支出 △70,126 △48,397

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入
△41,535 12,729

事業譲受による支出 △30,000 -

その他の支出 △599 10,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △184,914 △567,497

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △70,536 487,686

長期借入金の返済による支出 △51,852 △236,727

株式の発行による収入 435,938 -

新株予約権の発行による収入 65,950 2,734

新株予約権の行使による株式の発行による収入 35,908 2,069,195

自己株式の取得による支出 △38 -

リース債務の返済による支出 △2,427 △433

財務活動によるキャッシュ・フロー 412,943 2,322,454

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △67,823 1,550,391

現金及び現金同等物の期首残高 349,785 281,961

現金及び現金同等物の期末残高 281,961 1,832,352

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　１　2025年４月25日付けでみらい再生支援合同会社による新株予約権の行使により発行済株式数が500,000株増加しま

　　した。この結果、資本金が128,750千円、資本準備金が128,750千円増加しております。

　　　2025年７月30日付けでサステナブルエナジー投資事業有限責任組合による新株予約権の行使により発行済株式数が

　　700,000株増加しました。この結果、資本金が180,250千円、資本準備金が180,250千円増加しております。

　　　2025年８月15日付けでサステナブルエナジー投資事業有限責任組合による新株予約権の行使により発行済株式数が

　　700,000株増加しました。この結果、資本金が180,250千円、資本準備金が180,250千円増加しております。

　　　その他にも当連結会計期間において、新株予約権の行使が行われ、合計で資本金が1,097,240千円、資本準備金が

　　1,097,240千円増加しております。

　２　当社は2025年５月23日開催の第36回定時株主総会決議により、2025年５月24日付で、会社法第448条第１項の規定

　　に基づき、資本準備金の額を515,345千円減少し、これらをその他資本剰余金に振り替えるとともに、会社法第452条

　　の規定に基づき、増加後のその他資本剰余金515,345千円を繰越利益剰余金に振り替え、欠損補填を実施しておりま

　　す。

　　以上の結果、当連結会計年度末において、資本金1,422,952千円、資本剰余金1,291,740千円、利益剰余金23,103千円

  となっております。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　　　(1) 連結の範囲の重要な変更

中間連結会計期間において、新設分割によりEnshin株式会社及び株式会社SPICを設立し、連結の範囲に含めてお

ります。

当第３四半期連結会計期間において、スターシーズデジタル株式会社及び合同会社パワーセル・テクノロジーズ

１号を連結の範囲に含めております。

第１四半期連結会計期間において、連結子会社である株式会社ミヤマの発行済全株式を譲渡したため、連結の範

囲から除外しております。

　　　(2) 持分法適用の範囲の重要な変更

　　　　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正 

会計基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用しております。当該会計方針の変更による当連結会計年

度の連結財務諸表への影響はありません。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３ 

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28 

号2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに 

従っております。なお、当該会計方針の変更による当連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に 

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当連結会計年度の期首から適用していま

す。当該会計方針の変更による前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。
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事業区分 事業内容 会社名

衣料品等事業

衣料品の製造・企画・販売

衣料品の仕入販売

雑貨・小物の仕入販売

Enshin株式会社

株式会社SPIC

株式会社チチカカ

株式会社MF6

系統用蓄電池事業

蓄電所の開発・運用

蓄電所の仕入販売

蓄電所システム・部材の仕入販売

スターシーズ株式会社

合同会社パワーセル・テクノロジ

ーズ１号

GPUサーバー等事業 GPUサーバー関連商品の仕入販売 スターシーズデジタル株式会社

（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）1

連結財務諸表計上額
（注）2衣料品等事業

ビルメンテナン
ス事業

計

売上高

外部顧客への売上高 4,744,523 363,485 5,108,009 2,170 5,110,179

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － －

計 4,744,523 363,485 5,108,009 2,170 5,110,179

セグメント利益又は損失

（△）
△282,772 830 △281,941 △92 △282,034

セグメント資産 1,893,500 344,016 2,237,517 26,419 2,263,937

その他の項目

減価償却費 1,799 1,678 3,477 3,580 7,057

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、

取締役会が、経営資源配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。

当社グループは、当社及び当社の連結子会社を基礎とした業種別のセグメントから構成されており、「衣料品等

事業」、「系統用蓄電池事業」「GPUサーバー等事業」の３つの事業セグメントを報告セグメントとしておりま

す。

各報告セグメントの事業内容は以下のとおりであります。

報告セグメントの変更等に関する事項

　当連結会計年度において、株式会社ミヤマの全株式を譲渡したことから当連結会計年度の期首より連結の範囲

から除外しており、「ビルメンテナンス事業」セグメントを廃止しております。

　また、当連結会計年度において、新たな事業として「系統用蓄電池事業」と「GPUサーバー等事業」を開始して

おり、報告セグメントに追加しております。前連結会計年度のセグメント情報を当連結会計年度の報告セグメン

トの区分表示により作成した情報については、前連結会計年度には「系統用蓄電池事業」と「GPUサーバー等事

業」行っていなかったことから、開示しておりません。

２. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債、その他の項目の金額の算出方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計方針に準

拠した方法であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債、その他の項目の金額に関する情報

　（１）前連結会計年度（自　2024年３月１日　至　2025年２月28日
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のれん償却額 360 1,038 1,398 1,539 2,938

有形固定資産及び無形固

定資産の増加額
52,253 0 52,253 30,000 82,253

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、DXコンサルティング事業で

          あります。

      ２. セグメント利益又は損失は、連結損益計算書の営業損失と一致しております。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）1

連結財務諸表
計上額（注）

2
衣料品等事

業
系統用蓄電

池事業
GPUサーバ
ー等事業

計

売上高

外部顧客への売上高 4,880,935 2,234,080 2,902,260 10,017,276 - 10,017,276

セグメント間の内部売上

高又は振替高
- - - - - -

計 4,880,935 2,234,080 2,902,260 10,017,276 - 10,017,276

セグメント利益又は損失

（△）
△355,663 477,823 77,563 199,722 - 199,722

セグメント資産 3,443,793 1,101,455 1,842,422 6,387,671 - 6,387,671

その他の項目

減価償却費 11,954 - 697 12,651 - 12,651

のれん償却額 16,130 - - 16,130 - 16,130

有形固定資産及び無形固

定資産の増加額
5,492540 5,266,162 8,388 10,767,091 - 10,767,091

　（２）当連結会計年度（自　2025年３月１日　至　2026年２月28日）

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、DXコンサルティング事業で

          あります。

      ２. セグメント利益又は損失は、連結損益計算書の営業損失と一致しております。
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日本 アジア 合計

7,283,809 2,733,467 10,017,276

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント

騰雲智算有限公司

(Tenyun Intelligent Computing 

Co., Limited)

2,007,308 GPUサーバー等事業

(単位：千円)

衣料品等事業
ビルメンテナンス事

業
その他 合計

減損損失 46,962 0 0 46,962

(単位：千円)

衣料品等事業
系統用蓄電池事

業

GPUサーバー等

事業
その他 合計

減損損失 4,647 0 0 0 4,647

【関連情報】

前連結会計年度（自2024年３月１日　至　2025年２月28日）

１．製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載

を省略しております。

２．地域ごとの情報

（１）売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

（２）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記

載を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、該当事項は

ありません。

当連結会計年度（自2025年３月１日　至　2026年２月28日）

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

（１）売上高

(単位：千円)

(注)１．売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　　２．アジアの売上高には、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める香港（中国）の売上高

　　　　2,007,308千円が含まれております。

（２）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記

載を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

(単位：千円)

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自2024年３月１日　至　2025年２月28日）

当連結会計年度（自2025年３月１日　至　2026年２月28日）
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(単位：千円)

衣料品等事業
ビルメンテナンス

事業
その他 合計

当期償却額 360 1,038 1,539 2,938

当期末残高 － 9,344 29,412 38,756

(単位：千円)

衣料品等事業
系統用蓄電池事

業

GPUサーバー等事

業
その他 合計

当期償却額 16,130 - - - 16,130

当期末残高 14,822 - - - 14,822

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自2024年３月１日　至　2025年２月28日）

（のれんの金額の重要な変動）

　2024年８月９日付けで（株）ミヤマの株式を取得し連結の範囲に含めたことに伴い10,382千円の増加、2024

年８月９日付けで（株）ゼアーの事業を譲受したことに伴い15,399千円の増加、2025年１月20日付けで（株）

ＭＦ６の株式60％を取得し連結の範囲に含めたことに伴い15,553千円の増加となり、当連結会計年度において

のれんが41,335千円増加しております。

当連結会計年度（自2025年３月１日　至　2026年２月28日）

（追加情報）

（系統用蓄電池事業の進捗について）

　当社は、2025年７月17日に公表いたしましたとおり、新たな事業として系統用蓄電池事業を開始しております。

　【系統用蓄電池取得の状況及び進捗】

　　・和歌山県「紀の川上田井蓄電所」　　 売却済み　引渡し済み

　　・和歌山県「紀の川桃山町蓄電所」　　 売却済み　引渡し済み

　　・和歌山県「和歌山井ノ口蓄電所」　　 2026年２月：工事完了　　　運転開始：2026年４月（予定）

　　・愛知県「田原市保美町蓄電所」　　　 売却済み　引渡し済み

　　・愛知県「豊橋市雲谷町蓄電所」　　　 解約済み

　　・鹿児島県「曽於市蓄電所」　　　　　 売却済み

　　・福岡県「筑紫野蓄電所」　　　　　　 解約済み

　　・大分県「杵築市蓄電所」　　　　　　 売却済み　引渡し済み

　　・三重県「伊勢市馬瀬町蓄電所」　　　 2026年12月：工事完了　　　運転開始：2027年１月（予定）

　　・長野県「長野市豊野町蓄電所」　　　 完成済み　　　　　　　　　運転開始：2026年６月（予定）

（GPUサーバー関連商品販売事業の進捗について）

　当社は、2025年９月５日に公表いたしましたとおり、スターシーズデジタル株式会社を設立して新たな事業とし

てGPUサーバー等事業を開始しております。

　【サーバー関連商品の取引実績】

　　・GPUサーバー関連商品の売買契約締結　　　　　　　　 2025年９月

　　・データセンター用サーバー関連商品の売買契約締結　　2025年11月

　　・AIクラスター用サーバー関連商品の売買契約締結　　　2026年２月

（固定資産から流動資産への振替について）

　当社は、2026年１月13日に公表いたしましたとおり、第３四半期連結累計期間において取得した固定資産（系統

用蓄電所の土地及び設備）のうち、一部について保有目的の変更により、流動資産（販売用不動産）に振り替えて

おります。

（財務制限条項に係る借入金全額返済について）

　当社連結子会社である株式会社チチカカは、金融機関（取引銀行３行）から借り入れている借入金（シンジケート

ローン契約）について、2026年２月27日付で全額返済をしております。

（１株当たり情報）
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前連結会計年度
（自　2024年３月１日

至　2025年２月28日）

当連結会計年度
（自　2025年３月１日

至　2026年２月28日）

１株当たり純資産額 125円14銭 336円80銭

１株当たり当期純利益額又は当期純損失金額（△） △131円16銭 15円27銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 － 14円71銭

前連結会計年度
（自　2024年３月１日

至　2025年２月28日）

当連結会計年度
（自　2025年３月１日

至　2026年２月28日）

１株当たり当期純利益額又は当期純損失金額（△）

親会社株主に帰属する当期純利益又は

当期純損失（△）（千円）
△530,682 63,067

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

又は当期純損失（△）（千円）
△530,682 63,067

普通株式の期中平均株式数（株） 4,046,184 6,588,367

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり当期純利益の算定に含めなかった潜在株式

の概要

－ －

（注）1.　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、１株当たり当期純損失の会計年度は記載しておりま

せん。

２．１株当たり当期純利益又は当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
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（企業結合等関係）

１．子会社株式の譲渡（事業分離）

　　　当社は、2025年４月18日開催の取締役会において、当社連結子会社株式会社ミヤマの全持分を譲渡する決議

　　し、2025年４月21日同社株式の全持分を譲渡いたしました。

　　１ 子会社の異動の概要

　　（1）株式譲渡の相手先の名称：須藤　信由

　　（2）異動した子会社の名称及び事業の内容

　　名称　　　：株式会社ミヤマ

　　事業の内容：総合ビルメンテナンス事業（清掃・設備管理・環境衛生管理・消防設備保守管理等）

　　（3）株式売却を行った理由

　　当社は、新規事業の開拓を進めており、経営資源の選択と集中を検討しておりましたが、そのような状

　況の中、株式会社ミヤマの代表取締役より、同社株式の全株の譲受をしたい旨の申し入れがあり、経営の

　効率を高めることでグループの総合的な企業価値向上に資すると判断し、譲渡を決議いたしました。

　　（4）株式譲渡日

　　2025年４月21日

　　（5）株式譲渡の対価

　　2024年８月９日に同社株式を取得した価額と同額

　　２ 異動した子会社が含まれている報告セグメント

　　　 BM事業

２．会社分割（新設分割）による事業承継（共通支配下の取引）

　　当社は、2025年４月25日開催の取締役会において会社分割（新設分割）による持株会社体制への移行を決議

　し、2025年５月23日開催の第36期定時株主総会における承認を経て、2025年６月１日付けで以下のとおり当社

　の事業を承継いたしました。

１ 取引の概要

　（1）組織再編の目的

　　　 当社グループの成長加速及び事業拡大並びにより強固な経営基盤の構築を実現するため、持株会社体制

　　　 へ移行したものであります。持株会社への移行後、当社は事業戦略・財務戦略・ブランド戦略の立案及

       びグループ各社の経営支援・監督機能を担います。

　（2）承継の内容

　　   承継会社　　　　　　　　　　　　　　承継事業　　　　　　　　　　　資本金

　　   Enshin 株式会社（当社100%子会社）　 セレクト衣料品等販売事業　　　10百万円

　　   株式会社SPIC（当社100%子会社）　　　ブランド衣料品等販売事業　　　10百万円

　（3）分割の効力発生日

　　   2025年６月１日

２ 実施した会計処理の概要

　　本件は、「企業会計基準第21号 企業結合に関する会計基準」第22条に定める共通支配下の取引に該当する

　ため、移転する資産及び負債は帳簿価額により引き継いでおり、移転損益は認識しておりません。なお、連結

　財務諸表上における本件の影響は軽微であります。

（重要な後発事象）

　　　（新株予約権の行使）

　　　　当第４四半期連結会計期間の末日後、2026年４月14日までの間に、新株予約権の権利行使がありました。権利行

　　　使の概要は以下のとおりです。

　　　　第４回新株予約権

　　　　　行使された新株予約権の個数　2,520個

　　　　　発行した株式の種類及び株式数　普通株式　252,000株

　　　　　資本金の増加額　64,890千円

　　　　　資本準備金の増加額　64,890千円

　　　　なお、上記の権利行使に伴い、第４回新株予約権のすべての行使が完了いたしております。
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（１） 借入先 有限会社テオス

（２） 借入金総額 500百万円

（３） 借入実行日 2026年３月９日

（４） 借入期間 2026年３月９日　～　2026年６月８日

（５） 金利 固定金利　6.0%（年利）

（６） 担保・保証 無担保・無保証

　　　　また、第４回新株予約権については、2026年３月13日に行使期間が満了いたしております。

　　　（資金の借入）

　　　　当社の連結子会社であるスターシーズデジタル株式会社は、資金の借入を行うことを決定し、以下のとおり実行

　　　いたしました。

　　　１．借入の理由

　　　　本件借入は、サーバー関連商品事業のプロジェクト資金に充当することを目的としております。

　　　２．借入の内容

　　　(連結子会社の異動(株式譲渡))

　　　　当社は、2026年２月19日開催の取締役会において、連結子会社である株式会社MF6の全保有株式を譲渡すること

　　　を決議し、2026年３月２日に当該株式譲渡を実行いたしました。

　　　　本件株式譲渡の概要は以下のとおりであります。

　　　１．株式譲渡の理由

　　　　当社は、系統用蓄電事業及びGPUサーバー関連商品販売事業を新たに開始し、従来の衣料品等事業とあわせて事

　　　業拡大を図っております。このような状況において、経営資源の選択と集中を行い、成長分野への資源配分を加速

　　　させることを目的として、株式会社MF6の全保有株式を譲渡いたしました。

　　　２．譲渡の相手方

　　　　株式会社アスリナ（東京都品川区東品川二丁目３番14号、代表取締役社長　山元秀樹）

　　　３．譲渡株式数及び譲渡価額

　　　　譲渡株式数：150株（譲渡前所有割合60.00％、譲渡後所有割合０％）

　　　　譲渡価額：50百万円（１株当たり333千円）

　　　４．日程

　　　　取締役会決議日：2026年２月19日

　　　　株式譲渡実行日：2026年３月２日

　　　５．連結業績への影響

　　　　本件株式譲渡により、株式会社MF6は2027年２月期第１四半期より当社の連結範囲から除外されます。なお、本

　　　件株式譲渡が当期の連結業績に与える影響は軽微であります。
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４.　その他

（継続企業の前提に関する重要事象等）

　当社グループは、前連結会計年度以前において、継続して連結営業損失及びマイナスの連結営業キャッシュ・フロ

ーを計上していたことから、継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象または状況が存在していたものの、継続企

業の前提に関する重要な不確実性は認められないものと判断しておりました。

　当連結会計年度におきましては、連結営業利益及び親会社に属する最終利益の経常、連結営業キャッシュ・フロー

の大幅な改善、並びに金融機関からの借入を全て返済したことに伴うコベナンツの解消等により、継続企業の前提に

重要な疑義を抱かせる事象または状況は解消しております。

（当期決算短信の開示日）

　　当期決算短信の開示が決算期末後48日目になったことにつきましては、新たに開始した事業、持株会社への移行及

　び新設した連結子会社の財務数値確定に時間を要した等事情によるものであります。今後は、早期開示に努めてまい

　ります。
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